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『なまえのないねこ』 

竹下 文子／文，町田 尚子／絵 

（小峰書店 2019） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ぼくは ねこ。なまえのない ねこ。” 

だれにも名前をつけてもらったことがないね

こが，自分の名前を探しに行きます。 

どれも ちがう。ちょっと ちがう。…… 

探し続けて見つけたねこが，本当に欲しかった

ものとは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『てぶくろをかいに』 

新美 南吉／作，柿本 幸造／絵 

（講談社 2013） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手がつめたいという子ぎつねに，お母さん 

ぎつねは手袋を買ってあげたいと思いま

した。一人で人間のせかいへ買いに行かせ

ることに。お母さんに人間はこわいと聞い

ていた子ぎつねでしたが，じっさいには

…？ぶじにてぶくろを買えたのでしょう

か？ 

ほっこり心あたたまるえほんです。 

 新しい年が始まりした。「今年は，何をしようかな？」とワクワクしながら， 

寒さには勝てない日々……。「早く暖かくならないかなぁ」と，こたつでホット 

コーヒーを飲みながら読書でおうち時間を楽しんでます。 

  

北図書館職員オススメの本の紹介です。 

今回のテーマは…「あたたかい」です。 
 

『十七歳だった!』 

原田 宗典／著 （マガジンハウス 1993） 

京都市北図書館だより 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784338261333


『しっぱいにかんぱい』 
宮川 ひろ／作，小泉 るみ子／絵 

 （童心社 2008） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動会のリレーで失敗して落ち込む加奈を，

家族は励まそうとしますが中々立ち直れま

せん。しかし，おじいちゃんが昔の自分の失

敗談を語ってくれると…。一生懸命やった結

果の失敗は，辛くても肥やしになることを教

えてくれる一冊です。 

 

 

『「ハッピーな部活」のつくり方 』  

中澤 篤／著, 内田 良／著 

（岩波書店 2019） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん，部活を楽しんでいますか？ 

中学・高校の部活で悩んだり，楽しめない人

におすすめの本です。 

部活が楽しい人も，仲間とのコミュニケーシ

ョンを上手にしていくための“部活の参考書”

として書かれた本です。 

『中学生に贈りたい心の詩 40』 

水内 喜久雄／編著 

（PHP研究所 2013）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この本には，短い言葉で凝縮された作品が紹

介されています。言葉にこだわっている人た

ちが書かれているので，皆さんの心に響くの

ではないかと思います。また，日本語のすば

らしさを味わうことができるので気軽に感

動する作品を読んでみませんか？！ 

 

 

『かがみの孤城』 
辻村 深月／著 

（ポプラ社 2017） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様々な理由で学校に行っていない主人公

たち。ある日，突然光り出した鏡の中に入

ると不思議な城にたどり着きます。心に秘

めた願いを叶えるため，城の謎に挑みます

が……。ミステリーが好きな人や居場所の

みつからない人におすすめできる小説で

す。 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784005009039
https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784569783512
https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784005009039


『卵の緒』 
瀬尾 まいこ／著 

（新潮社 2007） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表題作『卵の緒』は，血の繋がっていない

親子関係を，快活に笑い飛ばす母親が爽

快なお話です。文庫本収録の『7’s blood』

は，切なさもありますが，読後には，あた

たかい気持ちになれます。どちらも家族

のあり方を考えさせてくれる小説です。 

 

 

『雪だるまの雪子ちゃん』 

江國 香織／著，山本 容子／銅版画 （偕成社）2009 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静かな村のはずれ，百合子さんの家のと

なりに住んでいる野生の雪だるま，雪子

ちゃん。その，かわいらしく，生きるよろ

こびにあふれた日常に，寒くきびしい冬

も愛おしくなります。実は不思議な，心温

まる日々の物語。 

 

『ねずみの騎士デスペローの物語』 
ケイト・ディカミロ／作，ティモシー・バジ

ル・エリング／絵，子安 亜弥／訳 

（ポプラ社 2004） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハツカネズミとドブネズミ，人間のお姫さ

まと下働きの娘，そして温かいスープの物

語。悲しみと願いを抱えて生きるそれぞれ

が出会い，運命の地下牢へつながっていき

ます。暗く切ないからこそ，光と希望があふ

れます。 

 

 

 

『アニー A novel based on the beloved musical!』 

トーマス・ミーハン／著，三辺 律子／訳 

（あすなろ書房 2014） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孤児院育ちのアニーは，両親を探すため意

地悪な院長から逃げ出します。明日は今日

より良い日と信じるアニーの言葉が出会

った人々を変えていきます。世界恐慌の頃

のイギリスが舞台のミュージカルの小説

版，舞台にはないエピソードもあります。 

 

https://www.hanmoto.com/bd/isbn/9784751524794


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市北図書館 

〒603-8214 

京都市北区紫野雲林院町 44-1 

TEL 075-492-8810 

開館時間  平日 9:30～19:30 

     土日祝 9:30～17:00 

休館日  毎週火曜日（祝日の場合は翌日） 

URL     http://www2.kyotocitylib.jp/ 

 

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のた

め，開館時間が異なる場合がありますので，

ご注意ください。くわしくは，ホームページ

をご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★本を借りるときは，図書館カードが必要です。 

カードの発行には，住所，氏名を確認できるも

のを持参ください。 

 

 

 

 

≪京都市北図書館からのお知らせ≫

本の消毒器を設置しました。 

京都市図書館では，皆さまに安心して図書館の本をご利用いただけるよう，令和 2年

12月から令和 3年 1月にかけて，全 20館に「本の消毒機」を設置いたしました。 

 図書館の本や雑誌に，自由にお使いいただくことができ，簡単に消毒ができます。 

どうぞご利用ください。 

 

緊急事態宣言に伴うお知らせ 

京都市図書館は開館しています。 

令和 3年 1月 13日（水曜日），新型コロナウイルス感染症に関する「緊急事態宣言」が国か

ら発出されました。 

 京都市図書館は現在，平日（一部の館は月曜・木曜日のみ）の開館を午後 7時までとして

おり，それを継続いたします。（コミュニティプラザ深草図書館を除く） 

 京都市図書館はみなさまの「おうち時間」を応援します。図書館で本をお借りいただきお楽

しみください。 

 

 


